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第６章 歴史的風致維持向上施設の整備及び

管理に関する事項 

１ 歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する基本的な考え方 

鎌倉の歴史的風致の魅力により一層の磨きをかけるとともに、その効果を鎌倉市全域に

波及させていくことを目指し、重点区域内において歴史的風致維持向上施設（地域におけ

る歴史的風致の維持向上に寄与する公共施設等）の整備と適切な管理に関する各種事業を

行う。 

整備については、その施設や周辺環境の歴史的・文化的な背景、そこで行われる活動と

の関係などを充分に把握した上で、関係機関、地域住民、関連団体等と協議の上で実施す

るものとし、市民や来訪者が鎌倉の歴史的風致をより身近に感じられるよう整備を行うこ

とで歴史的風致の維持向上を図る。 

また、歴史的風致維持向上施設の管理についても、施設の所有者や庁内関係課など十分

な協議・調整を行い地域住民や関連団体との連携により取り組む。 

歴史的風致向上施設の整備及び管理を進めるにあたっては、以上の考え方に加え、「第３

章３ 歴史的風致の維持及び向上に関する基本方針」に基づき、事業を推進する。 

 

２ 重点区域における事業 

基本的な考え方に基づき展開する具体的な内容と事業は、次のとおりとする。 

 

(1) 歴史的建造物の保存活用に関する事業 

１-１ 景観重要建築物等助成事業 

１-２ 史跡永福寺跡環境整備事業 

１-３ 扇湖山荘庭園防災工事事業 

１-４ 歴史的風致形成建造物保存整備事業 

 

(2) 歴史的建造物の周辺市街地の環境整備に関する事業 

２-１ 交通需要マネジメント事業 

２-２ 北鎌倉県道沿い歩行空間整備事業 

２-３ 社寺境内公衆トイレ改修・整備事業 

２-４ 歩行環境改善事業 
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(3) 歴史的遺産を取り巻く自然的環境に関する事業 

３-１ 樹林維持管理事業 

３-２ 緑地維持管理事業 

３-３ 緑地保全事業 

３-４ 風致保存会助成事業 

３-５ 歴史的風土特別保存地区買入れ事業 

３-６ 古都保存法施行 50 周年記念事業 

 

(4) 歴史的遺産の公開活用に関する事業 

４-１ (仮称)鎌倉歴史文化交流センター整備事業 

４-２ 発掘調査速報展事業 

４-３ 出土遺物庁舎内展示事業 

４-４ 史跡環境整備事業 

４-５ 文化財保存・修理助成事業 

４-６ 文化財調査・整備事業 

４-７ 観光案内板整備事業 

 

(5) 地域の伝統文化の継承に関する事業 

５-１ 鎌倉彫振興事業所整備事業 

５-２ 郷土芸能普及啓発支援事業 

５-３ 御霊会助成事業 

５-４ 教育情報事業 
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その他重点区域内又は市内全域で実施する事業 

１－１ 景観重要建築物等助成事業 ４－２ 発掘調査速報展事業 

１－４ 歴史的風致形成建造物保存整備事業 ４－３ 出土遺物庁舎内展示事業 ※ 

２－１ 交通需要マネジメント事業 ４－４ 史跡環境整備事業 

２－３ 社寺境内公衆トイレ改修・整備事業 ４－５ 文化財保存・修理助成事業 

２－４ 歩行環境改善事業 ４－６ 文化財調査・整備事業 

３－１ 樹林維持管理事業 ４－７ 観光案内板整備事業 

３－２ 緑地維持管理事業 ５－２ 郷土芸能普及啓発支援事業 ※ 

 ３－３ 緑地保全事業 ５－４ 教育情報事業 

３－４ 風致保存会助成事業  

３－５ 歴史的風土特別保存地区買入れ事業 ※４-３、５-２については、上記地図上に記載した場所以外 

３－６ 古都保存法施行 50 周年記念事業 でも実施の可能性あり。 

 

  
図６‐１ 重点区域内等で実施する事業 
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３ 事業一覧 

(1) 歴史的建造物の保存活用に関する事業 

 事業番号１－１ 

事業名 景観重要建築物等助成事業 

事業主体 鎌倉市 

事業期間 平成８年度～平成 37 年度 

支援事業名 市単独事業 

事業箇所 （市域全域） 

事業概要 市景観重要建築物等の保存又は活用のために必要な修繕、又は外観

の修景を含めた工事に対する助成金を交付する。 

 
図６‐２ 市景観重要建築物等位置図 

１．鎌倉文学館 
２．伊藤邸（旧望洋楼） 
３．篠田邸（旧村田邸） 
４．寸松堂 
５．日本基督教団鎌倉教会会堂 
６．日本基督教団鎌倉教会付属ハリス記念鎌倉幼稚園 
７．かいひん荘鎌倉 
８．石川邸（旧里見弴邸） 
９．※平成 15 年 12 月指定解除 
10．川合邸  
11．鎌倉聖ミカエル教会聖堂 
12．鎌倉市長谷子ども会館（旧諸戸邸） 
13．白日堂 
15．石島邸 
16．旧安保小児科医院 
17．高野邸 
18．村上邸  

19．旅館対僊閣 
20．笹野邸 
21．のり真安齋商店 
22．三河屋本店 
23．東勝寺橋 
25．湯浅物産館 
26．去来庵 
27．ホテル ニューカマクラ 
29．旧華頂宮邸 
30．野尻邸（旧大佛次郎茶亭） 
31．加賀谷邸 
33．極楽洞 
【重点区域外】 
14．小池邸  
24．檑亭  
28．平井家住宅・長屋門 
32．成瀬家住宅  

 

事業が歴史的風致

の維持及び向上に

寄与する理由 

重点区域内に点在する市景観重要建築物等の保存又は活用のために必要

な修繕、又は外観の修景を行うことで、良好なまち並み景観の形成や歴

史・文化の周知が図られ、周遊観光に関わる探訪施設にもなることから、

歴史的風致の維持向上に寄与する。 

※所有者の意向により 
非表示のものがあります。 
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 事業番号１－２ 

事業名 史跡永福寺跡環境整備事業 

事業主体 鎌倉市 

事業期間 昭和 56 年度～平成 29 年度 

支援事業名 国宝重要文化財等保存整備費補助金（文化財保存事業） 

事業箇所 鎌倉市二階堂 

事業概要 史跡永福寺跡について広く一般に公開するため環境整備を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
                 写真６‐１ 史跡永福寺跡 三堂基壇 

 

 

 

 

 

 

 

 
図６‐３ 史跡永福寺跡位置図 

                          写真６‐２ 史跡永福寺跡 遣水 

事業が歴史的風致

の維持及び向上に

寄与する理由 

史跡永福寺跡について、発掘調査の成果等を十分に反映した整備を

行い、広く一般に公開することによって、学校教育や生涯学習の場

となり、鎌倉の歴史を認識する上での重要な拠点施設となることか

ら、歴史的風致の維持向上に寄与する。 
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 事業番号１－３ 

事業名 扇湖山荘庭園防災工事事業 

事業主体 鎌倉市 

事業期間 平成 28 年度～平成 36 年度 

支援事業名 市単独事業 

事業箇所 鎌倉市鎌倉山一丁目 

事業概要 鎌倉山に所在する扇湖山荘の庭園において、斜面地の崩落を防ぐた

めの工事を行う。 

 

図６‐４ 扇湖山荘施工箇所図 

事業が歴史的風致

の維持及び向上に

寄与する理由 

重点区域内に所在する歴史的建造物である扇湖山荘の庭園の防災施

設の整備（落石防護柵工事、ユニットネット工事、吹付法枠工事等）

を行うことよって、優れた自然的景観や鎌倉の歴史を認識する上で

の重要な施設の保全が図られることから、歴史的風致の維持向上に

寄与する。 
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 事業番号１－４ 

事業名 歴史的風致形成建造物保存整備事業 

事業主体 鎌倉市 

事業期間 平成 28 年度～平成 37 年度 

支援事業名 市単独事業 

事業箇所 重点区域 

事業概要 重点区域内に点在している歴史的風致形成建造物について、その保

存活用を図るため、必要に応じて耐震調査や改修設計、内装の修理

や外観の修繕を含めた工事等を行う。 

 
図６‐５ 歴史的風致形成建造物候補位置図 

 
１．旧川喜多邸別邸(旧和辻邸) 
２．鎌倉国宝館 
３．鎌倉文学館（旧前田家別邸） 
４．鎌倉市長谷子ども会館（旧諸戸邸） 
５．旧華頂宮邸 

６．御成小学校旧講堂 
７．旧鎌倉図書館 
８．扇湖山荘 
９．吉屋信子記念館 

 

事業が歴史的風致

の維持及び向上に

寄与する理由 

重点区域内に点在する歴史的建造物について、内装の修理や外観の

修繕等を行うことで、良好なまち並み景観の形成や鎌倉の歴史の周

知に資するとともに、周遊観光に関わる探訪施設にもなることから、

歴史的風致の維持向上に寄与する。 
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(2) 歴史的建造物の周辺市街地の環境整備に関する事業 

 

 事業番号２－１ 

事業名 交通需要マネジメント事業 

事業主体 鎌倉市 

事業期間 平成 13 年度～平成 37 年度 

支援事業名 市単独事業 

事業箇所 重点区域 

事業概要 休日を中心とした交通渋滞の緩和を図るため、交通需要マネジメン

ト（TDM=Transportation Demand Management）施策を実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

図６‐６ パークアンドライド駐車場位置図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真６‐３ 由比ガ浜パークアンドライド     図６‐７ 鎌倉フリー環境手形 

事業が歴史的風致

の維持及び向上に

寄与する理由 

パークアンドレールライド、パークアンドバスライド、鎌倉フリー

環境手形（公共交通フリー乗車券）等の交通需要管理施策を交通事

業者と協働で実施することによって、鎌倉地域における休日を中心

とした交通渋滞の緩和が図られ、市街地における良好な景観形成や

歩行環境の改善につながることから、歴史的風致の維持向上に寄与

する。 
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 事業番号２－２ 

事業名 北鎌倉県道沿い歩行空間整備事業 

事業主体 鎌倉市 

事業期間 平成 29 年度～平成 34 年度 

支援事業名 市単独事業 

事業箇所 鎌倉市山ノ内 

事業概要 JR 北鎌倉駅に近接する第三鎌倉道踏切から建長寺前までの県道 21

号沿いの民有地を整備し、快適な歩行空間の確保を図る。 

 

  
図６‐８ 事業位置図         写真６‐４ 整備イメージ（カラー舗装部分） 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

写真６‐５ 県道 21 号（山ノ内） 

事業が歴史的風致

の維持及び向上に

寄与する理由 

年間を通じて多くの観光客が訪れる県道21号横浜鎌倉線の第三鎌倉

道踏切から建長寺前までの約 500m の間は、狭隘な歩道が続き、歩行

者の円滑な通行に支障を来たしていることから、歩道に接する民有

地を整備し、歩行空間を確保することで、周遊観光の利便性の向上

が図られることから、歴史的風致の維持向上に寄与する。 

↑ 整備箇所 
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 事業番号２－３ 

事業名 社寺境内公衆トイレ改修・整備事業 

事業主体 鎌倉市 

事業期間 昭和 39 年度～平成 34 年度 

支援事業名 集約促進景観・歴史的風致形成推進事業費補助金（平成 28 年度整備

事業） 

市単独事業（平成 29 年度～平成 34 年度） 

事業箇所 重点区域 

事業概要 老朽化の進んでいる社寺境内等の公衆トイレについて、ユニバーサ

ルデザイン化と機能改善を図るための改修・整備を行う。 

 
図６‐９ 既設トイレ位置図 

 

 

 

 

 

 

 
 

写真６‐６ 施工例（改修前）          写真６‐７ 施工例（改修後） 

事業が歴史的風致

の維持及び向上に

寄与する理由 

鎌倉の歴史的風致の基盤となる社寺に設置された公衆トイレについ

て、外観修景及びバリアフリー化に関する工事を実施することによ

り、良好な市街地景観の形成及び周遊観光の利便性向上に資するこ

とから、歴史的風致の維持向上に寄与する。 
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 事業番号２－４ 

事業名 歩行環境改善事業 

事業主体 鎌倉市 

事業期間 平成 28 年度～平成 37 年度 

支援事業名 市単独事業 

事業箇所 重点区域 

事業概要 年間を通じ多くの観光客が訪れる場所において、周辺道路の美装化

等を行うことにより、歩行者の誘導・通行量の分散を図り、歩道の混

雑軽減に努める。 

事業が歴史的風致

の維持及び向上に

寄与する理由 

多くの歩行者で混雑する道路と並走する市道や観光スポット周辺の

市道を整備し、歩行者を誘導・分散させることで、歩道の混雑が緩和

され、周遊観光に係る安全性や利便性が向上することから、歴史的

風致の維持向上に寄与する。 
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(3) 歴史的遺産を取り巻く自然的環境に関する事業 

 

  

 事業番号３－１ 

事業名 樹林維持管理事業 

事業主体 鎌倉市 

事業期間 昭和 63 年度～平成 37 年度 

支援事業名 市単独事業 

事業箇所 （市域全域） 

事業概要 歴史的風土保存区域、近郊緑地保全区域等の良好な環境を守るため、

該当地域を６分割し、毎年１地区を対象として、所有者に代わり樹

木の枝払い等を実施する。 

表６‐１ 対象地域 

１ 八幡宮地区 歴史的風土保存区域 

２ 山ノ内・今泉地区 
歴史的風土保存区域、近郊緑地保全区域、 

特別緑地保全地区、緑地保全推進地区、 

３ 浄明寺・十二所地区 
歴史的風土保存区域、近郊緑地保全区域、 

特別緑地保全地区、 

４ 大町・材木座地区 歴史的風土保存区域 

５ 長谷・極楽寺地区 歴史的風土保存区域、緑地保全推進地区 

６ 佐助・御成地区 
歴史的風土保存区域、特別緑地保全地区、 

緑地保全推進地区、 

 

【実施内容】 

① 自然林 

 山際の樹木が家屋に直接触れている部分及び家屋を被っている

部分の枝払い、家屋や通行上で直接被害を受ける、又は危険を感

じると思われる倒木や枯損木の伐採 

② 人工林 

  人工的に植栽された樹木で、ある程度のまとまりがある箇所の

間伐や枝打ち等（自然林に係る事業を実施した後の予算の範囲内

で実施） 

事業が歴史的風致

の維持及び向上に

寄与する理由 

歴史的風土保存区域、近郊緑地保全区域、特別緑地保全地区、緑地保

全推進地区における樹林地を適切に管理することにより、緑豊かな

自然的環境と一体となった良好な市街地景観の保全につながること

から、歴史的風致の維持向上に寄与する。 
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第６章 歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項 
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 事業番号３－２ 

事業名 緑地維持管理事業 

事業主体 鎌倉市 

事業期間 昭和 56 年度～平成 37 年度 

支援事業名 市単独事業 

事業箇所 （市域全域） 

事業概要 市が所有する緑地において、傾斜木や枯損木などの危険木、隣接地

への越境樹木がある場合、事前の伐採等を行う。 

事業が歴史的風致

の維持及び向上に

寄与する理由 

市街地に広がる市所有の緑地を適切に管理することにより、緑と一

体となった良好な市街地景観の保全につながることから、歴史的風

致の維持向上に寄与する。 

 事業番号３－３ 

事業名 緑地保全事業 

事業主体 鎌倉市 

事業期間 昭和 47 年度～平成 37 年度 

支援事業名 市単独事業 

事業箇所 （市域全域） 

事業概要 美観上優れた樹木、樹林、生け垣を指定し、所有者に対し、適切な管

理に係る奨励金を交付する。また、市街化区域に所在する緑地の保

全を図るため、土地所有者と緑地保全契約を締結し、奨励金を交付

する。 

事業が歴史的風致

の維持及び向上に

寄与する理由 

市街地に広がる民有緑地等を適切に管理することにより、緑と一体

となった良好な市街地景観の保全につながることから、歴史的風致

の維持向上に寄与する。 



鎌倉市歴史的風致維持向上計画 
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 事業番号３－４ 

事業名 風致保存会助成事業 

事業主体 鎌倉市 

事業期間 昭和 58 年度～平成 37 年度 

支援事業名 市単独事業 

事業箇所 鎌倉市雪ノ下 外 

事業概要 歴史的風致の維持向上に深く関わっている鎌倉風致保存会の運営に

対し補助金を交付する。 

 
図６‐10 鎌倉風致保存会の主な活動の場所 

 

鎌倉風致保存会の活動の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 
 写真６‐８ 中学生に対する啓発活動          写真６‐９ 下草刈り 

事業が歴史的風致

の維持及び向上に

寄与する理由 

史跡や社寺後背の緑地等で下草刈り等の「みどりのボランティア」や緑

地保全の啓発に取り組んでいる鎌倉風致保存会の運営に対し補助金を

交付することによって、歴史的風致の重要な要素である山稜部の保全活

動の支援につながることから、歴史的風致の維持向上に寄与する。 
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 事業番号３－５ 

事業名 歴史的風土特別保存地区買入れ事業 

事業主体 神奈川県 

事業期間 昭和 42 年度～平成 37 年度 

支援事業名 社会資本整備総合交付金（古都保存・緑地保全等事業） 

事業箇所 重点区域内 

事業概要 歴史的風土特別保存地区内において、土地所有者が建築物その他の

工作物の新築等の行為の許可を受けることができず、土地利用に著

しい支障をきたすため、土地所有者から土地を買入れるべき旨の申

出があった場合、買入れを行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図６‐11 対象範囲 

事業が歴史的風致

の維持及び向上に

寄与する理由 

歴史的風土特別保存地区における行為の制限及び土地の買入れ（公

有地化）を図り、適切な管理を行うことによって、緑豊かな自然的環

境と一体となった良好な市街地景観の保全につながることから、歴

史的風致の維持向上に寄与する。 
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 事業番号３－６ 

事業名 古都保存法施行 50 周年記念事業 

事業主体 鎌倉市 

事業期間 平成 28 年度 

支援事業名 市単独事業 

事業箇所 （市域全域） 

事業概要 昭和 41 年に古都保存法が制定・施行され、平成 28 年に 50 周年を迎

えることから、シンポジウム等の記念イベントを実施する。 

 

40 周年記念事業（シンポジウム）の様子 

 

写真６‐10 会場の様子         写真６‐11 パネルディスカッション 
 

事業が歴史的風致

の維持及び向上に

寄与する理由 

歴史的風土の大切さを多くの方々とともに考え共有することで、緑

豊かな自然的環境と一体となった良好な市街地景観を、次世代へ継

承する意識の醸成が図られることから、歴史的風致の維持向上に寄

与する。 
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(4) 歴史的遺産の公開活用に関する事業 

 

  

 事業番号４－１ 

事業名  (仮称)鎌倉歴史文化交流センター整備事業 

事業主体 鎌倉市 

事業期間 平成 25 年度～平成 28 年度 

支援事業名 市単独事業（平成 25 年度～平成 26 年度・平成 28 年度） 

集約促進景観・歴史的風致形成推進事業費補助金（平成 27 年度） 

事業箇所 鎌倉市扇ガ谷一丁目 

事業概要 歴史的風致の維持向上に係る啓発活動の拠点施設として、（仮称）鎌

倉歴史文化交流センターを整備する。 

 

 
図６－12 事業位置図            

事業が歴史的風致

の維持及び向上に

寄与する理由 

英国の建築家であるノーマン・フォスター氏の設計による当該建物

は、この地の歴史的背景や周囲の空間に調和するようデザインされ

たものであり、鎌倉の歴史的風致の維持向上に関する啓発活動が行

われる拠点施設であるとともに、緑豊かな自然環境と歴史的遺産と

が共存した鎌倉独自の風情や趣を感じることができることから、歴

史的風致の維持向上に寄与する。 

写真６‐12 建物外観（庭園） 

写真６‐13 建物外観（谷戸の風景） 
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 事業番号４－２ 

事業名 発掘調査速報展事業 

事業主体 鎌倉市 

事業期間 平成 25 年度～平成 37 年度 

支援事業名 市単独事業 

事業箇所 鎌倉生涯学習センター 外 

事業概要 前年度に市内で行われた発掘調査について、出土した遺物や調査中

の写真などの展示を行うとともに、併せて遺跡調査研究発表会を行

う。また、「鎌倉の埋蔵文化財」として調査の概要を冊子にまとめ、

無償配布する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
写真６‐14 発掘調査速報展 

 
             図６‐13 鎌倉の埋蔵文化財 
             

 

   

 

 

 

 

 

 

 

写真６‐15 遺跡調査研究発表会 

事業が歴史的風致

の維持及び向上に

寄与する理由 

身近な場所での発掘調査成果や、発掘された遺物などについて市民

等が触れる機会を設けることで、鎌倉の歴史や文化についての理解

を深める場の創出につながることから、歴史的風致の維持向上に寄

与する。 
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 事業番号４－３ 

事業名 出土遺物庁舎内展示事業 

事業主体 鎌倉市 

事業期間 平成 27 年度～平成 37 年度 

支援事業名 市単独事業 

事業箇所 鎌倉市御成町 外 

事業概要 市内の発掘調査において出土した遺物を市庁舎内に展示する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真６‐16 展示の様子（遠景）        写真６‐17 展示の様子（近景） 

事業が歴史的風致

の維持及び向上に

寄与する理由 

市内で出土した遺物に身近に触れられる機会を提供することで、鎌

倉の歴史や文化についての理解を深める場の創出につながることか

ら、歴史的風致の維持向上に寄与する。 
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 事業番号４－４ 

事業名 史跡環境整備事業 

事業主体 鎌倉市 

事業期間 昭和 37 年度～平成 37 年度 

支援事業名 国宝重要文化財等保存整備費補助金（文化財保存事業） 

事業箇所 （市域全域） 

事業概要 市内に点在する国指定の史跡について適切な保存管理と公開活用を

行うため、防災工事、危険木の伐採、歩行路の確保、史跡説明板等の

設置などを行う。 

 

実施例（史跡仮粧坂説明板の整備） 

 

 

 

 

 

 

写真６‐18 史跡説明板整備（施行前）    写真６‐19 史跡説明板整備（施行後） 

事業が歴史的風致

の維持及び向上に

寄与する理由 

史跡の保存を目的とした整備や来訪者が史跡内を安全で快適に散策

できるような整備を行うことで、鎌倉の歴史や文化についての理解

を深める場の創出につながることから、歴史的風致の維持向上に寄

与する。 
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 事業番号４－５ 

事業名 文化財保存・修理助成事業 

事業主体 鎌倉市 

事業期間 昭和 36 年度～平成 37 年度 

支援事業名 国宝重要文化財等保存整備費補助金（文化財保存事業） 

事業箇所 （市域全域） 

事業概要 国・県・市の指定を受けている文化財（建造物）のうち、修理が必要

なものについて修理費用の助成を行う。 

 

実施例(左：英勝寺山門、右：円覚寺舎利殿) 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業が歴史的風致

の維持及び向上に

寄与する理由 

歴史的風致の要素となる文化財（建造物）について、所有者が適切な

保存修理を行うための費用を助成することによって、歴史的建造物

の保全及び社寺を核とした市街地の良好な景観形成につながること

から、歴史的風致の維持向上に寄与する。 

写真６‐20 修理中の屋根 

 

写真６‐21 修理後の屋根 
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 事業番号４－６ 

事業名 文化財調査・整備事業 

事業主体 鎌倉市 

事業期間 昭和 47 年度～平成 37 年度 

支援事業名 市単独事業（昭和 47 年度～平成 37 年度） 

国宝重要文化財等保存整備費補助金（文化財保存事業）（昭和 59 年

度～平成 37 年度） 

事業箇所 （市域全域） 

事業概要 市指定文化財の管理者に対して文化財の適正な管理に係る奨励金を

交付する。また、発掘調査の実施や埋蔵文化財の記録保存を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

写真６‐22 円覚寺正続院
しょうぞくいん

 開山堂 

  写真６‐23 浄智寺 聖
しょう

観音
かんのん

   

 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 
写真６‐24 発掘調査の様子 

事業が歴史的風致

の維持及び向上に

寄与する理由 

市指定文化財の管理者が行う文化財の適正な管理に対して奨励金を

交付することや発掘調査の実施、埋蔵文化財の記録保存等を行うこ

とで貴重な文化財の保存活用が図られ、鎌倉の歴史や文化を後世に

伝えることに繋がることから、歴史的風致の維持向上に寄与する。 
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 事業番号４－７ 

事業名 観光案内板整備事業 

事業主体 鎌倉市 

事業期間 昭和 39 年度～平成 37 年度 

支援事業名 市単独事業 

事業箇所 （市域全域） 

事業概要 歴史的遺産の周辺等来訪者の多い場所において、歴史的遺産の紹介

や観光ルート等に関する案内板の新設・改修・修繕を実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真６‐25 観光ルートの案内看板      写真６‐26 歴史的遺産等の説明看板 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
写真６‐27 観光資源等の案内看板     写真６‐28 歴史的遺産等の説明看板 

事業が歴史的風致

の維持及び向上に

寄与する理由 

鎌倉の歴史的風致の基盤となる社寺の由来に関する説明や観光ルー

トを案内する看板を設置することによって鎌倉の歴史や文化財等に

関する理解が深まるとともに、それらを巡る周遊観光の利便性向上

が図られることから、歴史的風致の維持向上に寄与する。 
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(5) 地域の伝統文化の継承に関する事業 

 

  

 事業番号５－１ 

事業名 鎌倉彫振興事業所整備事業 

事業主体 鎌倉市 

事業期間 平成 27 年度～平成 29 年度 

支援事業名 市単独事業 

事業箇所 鎌倉市由比ガ浜三丁目 

事業概要 伝統的工芸品である鎌倉彫の保護・育成を図るため、活動拠点とな

る施設のバリアフリー工事化や耐震改修工事等を実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

外 

 

 

 

 

 

 

 
 

                      

内 

図６‐14 事業位置図             

 

事業が歴史的風致

の維持及び向上に

寄与する理由 

利用者の利便性向上に向け、建物のバリアフリー工事や耐震工事等

を実施することにより、伝統的工芸品である鎌倉彫の価値や魅力、

歴史などを広く一般に周知する拠点施設としての機能が整備され、

また、鎌倉彫の製作を体験する場が確保されることにより、後継者

の育成にも繋がることから、歴史的風致の維持向上に寄与する。 

写真６‐29 建物の様子（正面入口） 

写真６‐30 建物の様子（内観） 

和田塚駅 

由比ヶ浜駅 
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 事業番号５－２ 

事業名 郷土芸能普及啓発支援事業 

事業主体 鎌倉市 

事業期間 昭和 45 年度～平成 37 年度 

支援事業名 市単独事業 

事業箇所 （市域全域） 

事業概要 関係団体との協働により、郷土芸能の普及啓発の場である鎌倉郷土

芸能大会を開催する。 

 

郷土芸能大会の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真６‐31 会場入口  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

事業が歴史的風致

の維持及び向上に

寄与する理由 

鎌倉市郷土芸能保存協会との協働のもと、四十余年続いている鎌倉

郷土芸能大会を継続的に開催することにより、地域に伝わる伝統芸

能の価値や魅力、歴史などを広く一般に周知することで、後継者の

育成にも資することから、歴史的風致の維持向上に寄与する。 

写真６‐33 はやし獅子 

写真６‐32 鎌倉神楽 

写真６‐34 祭ばやし 
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 事業番号５－３ 

事業名 御霊会助成事業 

事業主体 鎌倉市 

事業期間 昭和 51 年度～平成 37 年度 

支援事業名 市単独事業 

事業箇所 鎌倉市坂ノ下 

事業概要 面掛行列の実施、実施に必要な衣装・用具の保存や維持管理、行事の

担い手の育成を図っている御霊会へ補助金を交付する。 

 

  
写真６‐35 面掛行列の様子（１）      写真６‐36 面掛行列の様子（２） 

 

 
図６‐15 面掛行列ルート図 

事業が歴史的風致

の維持及び向上に

寄与する理由 

県指定の無形民俗文化財である面掛行列を実施している御霊会を支

援することで、歴史・伝統を活かした地域づくりが推進されるとと

もに、地域に伝わる伝統行事を後世に伝えることにもつながること

から、歴史的風致の維持向上に寄与する。 
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 事業番号５－４ 

事業名 教育情報事業 

事業主体 鎌倉市 

事業期間 昭和 57 年度～平成 37 年度 

支援事業名 市単独事業 

事業箇所 （市域全域） 

事業概要 市内の小・中学生の郷土学習の資料として学習資料を作成し、配付

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図６‐16 中学校社会科学習用 

 

 

 

 

 

 

 

 

図６‐17 小学校社会科学習３・４年生用 

事業が歴史的風致

の維持及び向上に

寄与する理由 

市内の小・中学生向けに社会科学習資料を作成することで、子ども

たちが地域の歴史を学び、固有の文化や伝統行事を次世代に継承す

る意識の醸成が図られることから、歴史的風致の維持向上に寄与す

る。 
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